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１．視察会の実施概要 

１－１ 視察会の目的 

 今年度、「普天間飛行場の跡地を考える若手の会（以下 若手の会）」は、「普天間

飛行場跡地利用計画の策定に向けた行動計画」の分野として位置づけられている

「交通」、「公園・環境」についてグループ別の議論を実施し、年度末にはそれぞれ

の検討成果を提言書としてとりまとめることとなっている。 

 一方、「ねたてのまちベースミーティング（以下 NB ミーティング）」は、今年

度会則等を定め、具体的な活動を展開していこうという段階である。 

 こうした中、本視察会は、それぞれの会における議論の幅や内容の進化を図ると

ともに、会の活性化及び相互の交流を図ることを目的として実施した。 

 視察先は、「若手の会」交通グループからの意向をもとに、日本初の LRT（次世

代型路面電車システム）導入都市である富山県富山市とし、富山市に行く過程で、

大規模かつ環境に配慮された公園事例として「万博記念公園」を見学することとし

た。 
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１－２ 視察地の概要 

【富山ライトレール ポートラム】 

◆所在地：富山県富山市 

 

◆規 模：総延長 7.6km、13 駅 

 

◆概 要：富山県の一世帯あたりの自動車保有台数は全国第２位（2006 年 3 月、日

本自動車工業会調べ）であり、公共交通の利用者が減少しているという状況

であることから、富山市では『公共交通の活性化によるコンパクトなまちづ

くり』を基本方針としたまちづくりが進められてきた。その一環として、従

来のＪＲ富山港線を LRT 化した日本初の次世代型路面電車システム『富山

ライトレール（愛称：ポートラム）』が平成 18 年 4 月 29 日より運行開始

されており、JR から引き継いだ第 3 セクターの『富山ライトレール株式会

社』が運営を行っている。 

開業から 1 年間の利用状況は、JR 富山港線時に比べて平日 2.2 倍、休日

5.3 倍と利用者が大幅に増加しており、当初年間 2 千万円程度の赤字が見込

まれていたが、286 万円の黒字収支となっている。 

 

 

【万博記念公園】 

◆所在地：大阪府吹田市 

 

◆面 積：総面積約 264ha 

 

◆概 要：1970 年に開催された日本万国博覧会の跡地を一体的に緑に包まれた文化

公園として整備されたもので、独立行政法人日本万国博覧会記念機構により

運営されている。広大な自然と、博物館等の文化施設、競技場等のスポーツ

施設、レジャー施設を有しており、博覧会当時の面影を残す残存施設も数多

くある。また、博覧会開催にあたり失われた自然生態系を再生させることを

目的としており、様々な環境保全の取り組みも行われている。 
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１－３ 参加者名簿                       （敬称略、順不同） 

区分 氏名 備考

1 末吉　良光 大山

2 伊佐　善一 大山

3 又吉　　訓 大山

4 伊佐　　力 宜野湾

5 大門　達也 宜野湾

6 宮城　敏彦 神山

7 佐喜眞　淳 神山

8 仲本　秀樹 上原

9 呉屋　　力 喜友名

10 呉屋　栄治 喜友名

11 宮城　　武 野嵩

12 大川　正彦 野嵩

13 又吉　建栄 伊佐

14 森　　健治

15 重田　照吉

16 宮城　勝子

17 仲村渠　満

18 新里　　均

19 又吉　真由美

20 伊佐　貴子

21 城間　盛久

22 塩川　浩志

23 名幸　　仁

24 本間　　真

25 立山　善宏

26 虎見　和幸

27 雨宮　知宏

昭和株式会社

普天間飛行場の跡地を考える若手の会

ねたてのまちベースミーティング

宜野湾市基地政策部

地主会事務局
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１－４ 視察会行程 

日 時 内 容 備 考 

10 月 11 日 

（木） 

9：10 

10：10 

12：05 

12：35 

13：30 

16：00 

19：00 

19：30 

21：00 

那覇空港集合 

那覇空港出発 

神戸空港到着 

神戸空港出発 

万博記念公園到着 

万博記念公園公園出発 

宿泊先ホテル到着 

夕食 

解散 

3 階 ANA 団体カウンター前集合 

ANA432 

 

貸切バス車内で昼食 

現地見学 

 

福井市内泊（福井ワシントンホテル）

 

10 月 12 日 

（金） 

９：00 

11：30 

12：00 

13：00 

17：00 

18：00 

20：00 

宿泊先ホテル出発 

富山駅到着 

昼食 

LRT 見学・講義 

宿泊先ホテル到着 

夕食 

解散 

貸切バス移動 

 

（富山駅前のレストランで昼食） 

 

 

富山市内泊（富山第一ホテル） 

 

10 月 13 日 

（土） 

10：20 

 

11：00 

12：35 

13：40 

15：45 

18：15 

宿泊先ホテル出発 

 

富山空港到着 

富山空港出発（羽田経由） 

羽田空港到着（乗り継ぎ） 

羽田空港出発 

那覇空港到着、解散 

※集合時間までは自由行動（ホテル

周辺の見学等） 

 

ANA886 

 

ANA131 
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２．万博記念公園視察会の内容 

２－１ 見学方法 

限られた時間内に効果的な見学を行うために、「若手の会公園・環境グループ」

と「ＮＢミーティング」を 2 グループに分け、残りの 1 グループを「若手の会交

通グループ」とし、以下のような計 3 グループに分かれて公園内を見学した。 

また、総面積が約 264ha に及ぶ大規模な公園であるため、A・B グループにつ

いては、今後の議論につながるようにポイントを絞って見学することとした。具体

的には、今回の視察のポイントとなる「自然・環境」に関する施設が集中している

「自然文化園、日本庭園地区（約 130ha）」を見学ポイントとした。（公園全体図

は P23 参照） 

公園内の移動手段は徒歩を基本としつつ、自然文化園内を運行しているパークト

レインを適宜利用することとし、パークトレインの運行ルートが自然文化園内を一

周するように設定されていることから、そのルートに沿って見学した。 

 

【若手の会公園グループ】 

・大門達也  ・呉屋栄治  ・末吉良光 

【NB ミーティング】 

・仲村渠満  ・宮城勝子  ・森 健治 

【事務局】 

・塩川浩志  ・又吉真由美 ・虎見和幸 

A グループ 

【若手の会公園グループ】 

・大川正彦  ・又吉 訓  ・宮城敏彦  ・佐喜眞淳 

【NB ミーティング】 

・新里 均  ・重田照吉 

【事務局】 

・城間盛久  ・本間 真  ・雨宮知宏 

B グループ 

【若手の会交通グループ】 

・呉屋 力  ・伊佐善一  ・伊佐 力  ・仲本秀樹 

・又吉建栄  ・宮城 武 

【事務局】 

・名幸 仁  ・伊佐貴子  ・立山善宏 

C グループ 
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２－２ 見学の様子 

 

 
万博記念公園入口 

太陽の広場まで歩いて移動 

太陽の塔前で記念撮影 
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園内から排出される木質バイオマス

をエネルギーへ転換させる施設の見

学をする B グループ 

ライブ会場等にも利用されているも

みじ川芝生広場 

歩いて移動する B グループ 
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ソラードを歩きながら森を上から見

学する A グループ 

ソラードの終点にある展望タワーか

ら見える公園全体の眺め 

パネル展示してあった公園整備前の

様子 
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コスモスフェスタが開催されていた

花の丘を見学する B グループ 

ビオトープの池 

公園内の案内板で位置を確認する C

グループ 
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鉄鋼館にて万博開催当時の展示を見

学する A グループ 

日本庭園内の心地池 

日本庭園案内所を見学する C グルー

プ 
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３．富山市ＬＲＴ視察会の内容 

３－１ 講義及び質疑応答の内容 

講義では、最初に LRT 紹介映像（約 30 分）を視聴し、その後、補足説明及び質疑

応答が行われた。講義内容及び質疑応答の内容は以下のとおりである。 

（１）紹介映像の項目 

・プロローグ 

・富山港線の歴史 

・ライトレール化の経緯 

・事業の概要 

・工事経過 

・利便性の特長 

・デザインと民間のサポート 

・富山港線からライトレールへ 

・沿線のまちづくり 

・将来展望と課題 

 

（２）講義の内容（富山市都市整備部路面電車担当参事 室哲雄氏より） 

①利用状況 

当初の予想を大きく上回る乗客数となっている。開業当初はテーマパークの乗り物

のような感覚であったため、土日の利用者が多くなっていたが、徐々に通勤・通学の

利用にシフトしてきており、日常の移動の足として定着してきている。 

国土交通省と富山市が共同で富山港線時代と LRT 化した後の利用者数の調査を行

ったが、時間帯の利用状況が変化したということがある。通勤・通学の時間帯が増え

ることは当然だが、日中の時間帯の利用が非常に増えた。富山港線は朝晩の時間帯は

30 分おきの運行で、日中は 1 時間に 1 本ぐらいの運行であり、サービス水準の高い

公共交通とは言えない状況であったが、LRT 化後は日中でも 15 分に 1 本であり、

時刻表がなくても良いぐらい、わかりやすく安心して乗車できるものとなっている。 

②目的別利用者の状況 

通院や買物での利用自体は少ないが増えてきていることが注目している点であり、

これは内外の利用が増えたということでこれから先ももっと増えてほしいと思って

いる。また、もちろん観光やポートラムに乗車すること自体を目的としている人もお

り、こういったことは以前はなかったことなので、ポートラムは一つの観光資源であ

るとも言える。こういったことが数字としてあらわれている。 
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③年代別利用者の状況 

年代別の利用状況は、どこの市町村でもそうだが、富山市も高齢化しており、60

歳以上の利用者が非常に増えている。約 43％が高齢者である。これだけ日中の高齢

者の利用が多い理由を分析したところ、サービス水準が上がったこととバリアフリー

が関係している。私たちが計画していく中では、「利便性が高いのと同時にあらゆる

市民層にやさしい」という整備目標を立てており、バリアフリー化を推進したという

のがある。7 つの車両すべてが低床車両で、それにあわせて電停も低くしており、そ

ういったことが功を奏したのだと思う。 

④ライトレール利用者の属性 

ライトレールの利用者が今までどのような交通手段を利用していたのかについて

は、もともと JR を利用していた人が半分いるが、並行して走っていたバスから転換

した人、自動車から転換した人も当初予想していたより多かった。また、一番注目し

てもらいたいのが、今まで出歩くことがなかった人たちが出歩くようになったという

新規の需要を生み出したところである。もっと公共交通を使ってもらえるようになっ

てほしいと思う。 

⑤周囲からの評価 

全市的にアンケート調査を行ったところ、市民の評判は非常に良かった。富山市は

平成 17 年 4 月に周辺市町村と合併したが、ライトレールとは関係なく恩恵を受けな

い中山間地の人たちも 80%以上が評価している。公共交通活性化の第一弾としてラ

イトレール、第二弾としてフィーダーバス等を行っているので、今度は自分たちの地

域が良くなるかもしれないという期待感も含めて、こういった結果になっているのだ

と思う。先週はブルーリボン賞という鉄道友の会から名誉ある賞を受賞し、様々なと

ころから評価していただいている。 

事業の効果としては、路面電車化してから終点のカナル会館という観光物産館の来

館者が増えたということもある。 

⑥富山市が目指す将来像 

短期的には利用者の増加や自動車から公共交通に転換することによる CO2 削減と

いうことがあるが、将来的には公共交通の便利な沿線にどんどん住んでもらい、安全

で安心して暮らせるまちづくりを進めるというのが最終的な目標である。最終的にコ

ンパクトなまちになり、みんなが幸せになるというのが目標である。短期的に利用者

が増えた減ったということはなるべく意識しないようにしているが、やはり評価され

る点は利用者が増えたりすることであると思う。 
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【質疑応答】 

質問：バリアフリーになっているとお聞きしたが、介助者なしで一人で乗車できるのか。 

回答：老人保健施設の方々が車椅子で遠足に行ったといった例もあり可能である。 

質問：多くの人に利用してもらうために、また駅との結びつきを良くするためにフィーダ

ーバス等が運行されているようたが、それ以外に何か工夫はあるのか。また、まだ

改善しなければいけないと思う点があれば教えていただきたい。 

回答：定時性というのが公共交通には大事であるが、道路に軌道を敷いており、朝晩のラ

ッシュ時は右折車両などに進路を塞がれて定時運行できないというケースがある

ので、そういった点は優先信号を入れるなどして改善していかなければならないと

思う。利用者については、どのようにして人を集めていくかという問題があり、ど

のように公共交通に目を向けてもらえるのか、応援してくれる人たちとどのように

関わっていくかが重要である。このような応援団は官製のものではなかなかうまく

いかないと思われ、市民レベルでいかに応援していくかがポイントになる。 

質問：低床車両が使用されているが、大雨等で冠水した際の対策はどのようにしているの

か。 

回答：床の高さは 30cm あるが、雨で冠水するというのは神通川が氾濫しないかぎりな

いと思う。ただ、富山市は雪が降るので雪の対策は真剣に取り組んでいる。 

質問：車両と電停の間隔はどのくらいなのか。 

回答：5cm 以内であったと思う。 

質問：レール上に車の積載物が落ちた場合はどのように対処しているのか。 

回答：積載物というわけではないが、雪が多いためその対策はしており、一般の道路との

併用区間については地下水を利用して融雪している。鉄道部分についてはラッセル

車で除雪している。ただし、昨年始めての冬だったが、雪が降らなかったため学習

効果がまだないという状況である。 

質問：短期的な効果の中で CO2 の削減とあるが、ライトレールの導入前と導入後でこの

ような効果があるということを市民に伝えているのか。 

回答：開業前の検討会の中でライトレールの費用対効果という話をよくしていた。自動車

からLRTへの転換されることによりCO2が何万ｔ削減されるという方向性につい

ては出しており、市民に対して説明している。ホームページにも掲載している。 

質問：LRT の方が車より優先される運行状況になっているのか。 

回答：交通信号に沿った運行である。公共交通優先信号というシステムがあり、それが入

っていれば楽なのだが、そこまでの整備はされていない。 

質問：施設の維持管理は公共で、運営は株式会社で行うとお聞きしたが、その関連性はど
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のようになっているのか。 

回答：施設については公共のものという考え方で責任を持って整備を行っており、運賃収

入により運営に際しての人件費等は会社が支払うという形になっている。単なる赤

字補填はしないという考えがある。だんだん赤字になっていって最終的にはなくな

ってしまうというのでは困るので、そういった官と民の役割はしっかりやっている。

初期投資 58 億円については、株式会社ではなく市・県・国のお金ということにな

っているため、実際は公設民営ではなく公設民営的なやり方である。 

質問：現地を事前に見学したところ、交差点部でワイヤーを四方八方からつるしているよ

うだったが、現状ではあのような形での設置しかできないのか。景観的にもう少し

なんとかできないものなのか。 

回答：ＬＲＴを平成 18 年 4 月に開業させるということは、新幹線を整備するという国家

プロジェクトとの関連で決められていた期日であった。5～10 年先の話であった

ならばそのような景観の話も出てきたと思われ、センターポール式などのやり方が

あるのだが、決められた期日内に開業させるためには現状のやり方が妥当であった

と思っている。 

質問：バスとの乗り継ぎの時間等はバス会社と調整をしているのか。 

回答：ライトレール着に合わせてバスが発着するように設定されている。ＬＲＴ開業以前

は富山地方鉄道が富山港線と並行するように運行されていたが、ＬＲＴ開業と同時

に廃線となり空白地域ができてしまうということで、以前は市がフィーダーバスを

社会実験として運行させていたが、4 月 1 日から富山ライトレール株式会社が運行

させている。フィーダーバスは 2 箇所の電停から運行している。 

質問：高架化や鉄道にかわるバスの運行などの他の選択肢があった中で、LRT に決めた

理由は何だったのか。 

回答：費用対効果とまちづくりが決め手となった。新幹線開業後は今のＬＲＴを南に延ば

して市街地内に入ってくるようになることで、よりまちづくりへの効果が出てくる

と思う。富山港線の利用者数の規模であればバスでも十分だが、軌道にしたという

のは、もともとの軌道があるということに加えて鉄軌道をつなげることで公共交通

の再編と中心市街地の活性化につながるということで選択した。 

質問：先ほど説明していた鉄軌道を結ぶという全体構想の完成時期の目標はいつごろなの

か。 

回答：今のところ完成目標はないが、現在様々なことをやっていて、既存の走っている市

内軌道に加えて環状線になるような軌道を平成21年度までに敷設していきたいと

考えており、市内の一周 3.5km ぐらいを循環するような事業を進めている。富山

駅北側と南側それぞれの軌道をつなぐのは、新幹線や在来線を高架化した後に、高
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架下に軌道を通して北と南の路面電車をつなぎ LRT を通す予定でいる。その場合

は現在の駅前の電停は高架下に移すことで、新幹線や在来線と乗り継ぎしやすい利

便性の高いものになると思う。公共交通はたくさんあるが、ソフト的にもハード的

にもいかに交通結節を便利にするかということが非常に大事である。例えば、運賃

は IC カード一枚ですむことであったり、あまり歩かずに乗り継ぎができるような

ことは非常に大事であるし、そういったことをやっていけば利用者が増えてくると

考えている。 

質問：運賃が 200 円均一になった背景について教えていただきたい。 

回答：旧富山港線が対距離性で 140 円～200 円だったということと、市内を走っている

路面電車が 200 円均一になっていることから 200 円均一にしたという背景があ

る。 

質問：車両の色が 7 色あるが、その意味合いがあれば教えていただきたい。 

回答：ピーク時の利用者需要に対応するためには車両が 6 編成必要であり、それに予備車

も必要なので 7 台ということになっている。「７」という数字にこだわり 7 色にし

たというのもあり、七福神のカードを出したりということをやっている。 

質問：周辺を見渡すと平野でかなりフラットに見えるが、レールの高低差はどれぐらいな

のか。 

回答：ほとんどフラットに近いと言ってもいいぐらいで、高低差についてはほとんどない。 

質問：バリアフリー等の対策は行っているようだが、視覚障害に対する対策はしているの

か。また、運賃を支払う際に IC カードを導入しているが、どのように配慮してい

るのか。 

回答：IC カードには点字の表示はないと思うが、LRT の工事をするときの国土交通省の

認可の際にバリアフリーも審査の対象になるので、点字だとか手すり等の一定基準

は満たしている。まだ足りない部分があると思われ、これから色々そういった部分

の話が出てくるのだと思う。 

質問：短期間で整備できた要因は何だったのか。 

回答：新幹線の平成 26 年開業を実現させるためには、逆算すると平成 18 年にやらなけ

ればならなかった。また、こういった取り組みが最初の例であったため国の大きな

協力も得られたことも要因となっている。 

質問：道路の下に色々埋まっているが、LRT の下にもそういったものがあるのか。 

回答：基本的には全て動かしたのだが、動かす先にも他のものがあったり、図面にないも

のがでてきたりしたので軌道を敷設するよりもこの作業の方が大変だった。NTT

の光ファイバーがあったりすると動かすわけにはいかないので、まずは地下埋設の
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移設調査をすることが必要である。もし導入するとなったならば、目に見えない部

分の施工計画をしっかり立てることが大事であると思う。 

質問：LRT の計画の中で地域住民がどのように関わってきたのか。 

回答：「富山港線を育てる会」という組織があり、寄付金集めやベンチの寄付、IC カード

を買ってもらう等の支援をしてもらっている。官主導ではなく民主導で地域の人を

どのように巻き込んでやっていくかが重要であると思う。 

質問：沖縄県はバスの定期券や回数券があるが、IC カードは使う本人が買うものなのか、

商品券のようにプレゼントできるようなものなのか。また、期限は設けられている

のか。 

回答：基本的には本人に買ってもらうのだが、ある会社では創立記念につくりたいという

ような話もある。テレホンカード等は安くつくることができるが、IC カードは高い

ので数が多くないと安くできないというのがある。期限は 10 年間となっている。 

質問：富山市の場合は既存の軌道を活用しているが、全て新たに敷設するとなるとかかる

費用は 2～3 倍になってしまうのか。 

回答：例えば一般的な数字だが、路面電車をつくるとなると 1km あたり 20～30 億円か

かると言われており、地下鉄等はその 10 倍である。富山市の場合は既設を利用し

ているため 7.6km で 58 億と非常に安く、新設区間についても 1.1km を 20 億

円以下でできている。 

質問：会社の雇用は、地域からの雇用という形だったのか、旧富山港線の職員を雇用した

のか。 

回答：平成 18 年 10 月現在では社員 30 名で、3 人が会社採用、経営企画部門の 3 名が

富山市からの出向職員、運転手等は富山地方鉄道からの出向で24名となっている。

また、日常の点検等は富山地方鉄道に委託している。極力人員を抑えてスリムな経

営形態としている。JR からは職員はきていない。 

質問：スタートするときには会社運営や運行に関わる問題点があったのか。 

回答：会社運営については特になかったが、開業当初は新しいシステムも使っているので

様々な不具合はあった。使いながら改善していくという部分がたくさんあると思う。 

質問：沖縄のモノレールには女性の運転手がいるが、ライトレールにはいるのか。 

回答：電車の運転手でも軌道区間と鉄道区間 2 つの免許を持たなければならない。富山地

方鉄道にも女性の運転手はいるが、両方の免許を持っている人がいないため男性だ

けとなっているが、将来女性の運転手も出てくるかもしれない。 

少しずつ周辺の景色も変わってきていて、以前は道路側を向いていた看板がライト

レール側に向けるようになったという例もあり、そのように次第に意識がこちらに
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向いてくれば良いと思っている。また、市長が箱根登山鉄道で沿線のアジサイを見

てきて良いと感じ、ライトレールでも沿線に植える工事を現在している。そういっ

た沿線の緑化も行っている。 

質問：2 両編成になっているようだが、LRT の定員等はどのようになっているのか。 

回答：定員は 80 名で、ピーク時の乗車率はだいたい 120%となっている。開業当初は

200 人乗ったりしていた。ライトレールの最終目標は、より多くの人に周辺に住

んでもらうということなので、今後住んでもらえるような施策として住宅取得の補

助もある。公共交通を利用してもらい、安全に暮らしてもらうまちづくりをめざし

ている。 

質問：車両のデザインは独自でしたものなのか。 

回答：新潟トランジットという会社の車両を使用しているが、ヘッドライトの部分等は変

えたが基本的にはデザインの自由度はまったくと言ってよいぐらいない。台車に関

しては海外からの輸入になっており、日本のメーカーが手の加えようがないくらい

ブラックボックスの部分となっている。 

質問：電車の性能からすると、どれぐらいの勾配に耐えられるのか。 

回答：40 パーセントまでならば可能ということになっている。 

質問：どのくらいの風まで運行できるのか教えていただきたい。 

回答：運行既定がありそれ以上になると運行させないというようになっている。地震に関

しても同様の規定がある。 

最後に 

まちづくりの中でどのように位置づけていくかというのが重要であり、場合によっ

てはバスのほうが良いということも考えられる。富山市の場合は既存の資産を活用

できたので安く短期間でできたということがあり、「なぜ LRT なのか」という部分

が重要であると思う。 
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３－２ ＬＲＴ試乗の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義を受けた「公共交通まちづくりイ

ンフォメーションセンター」（富山駅

北 オーバードホール内） 

講義をしていただいた富山市都市整

備部路面電車担当参事 室哲雄氏 

約 2 時間にわたり講義をしていただ

いた。（紹介映像視聴・補足説明・質

疑応答） 



 19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義後に始発地の富山駅北まで移動

し、乗車前に電停を見学するメンバー

地域からの寄付により設置された電

停のベンチ 

富山駅北付近の緑化された軌道 
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試乗のため LRT に乗車するメンバー

奥田中学校前電停までの区間は一般

の道路に軌道が敷かれている併用区

間となっている 

併用区間をすぎると、旧富山港線の軌

道を走行 
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LRT 沿線の様子（岩瀬浜電停付近） 

車両内の様子 

終点の岩瀬浜電停を見学するメンバ

ー 
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乗り継ぎがスムーズになるように電

停のすぐ反対側がフィーダーバス乗

り場となっている（岩瀬浜電停） 

岩瀬浜電停周辺整備の様子 

岩瀬浜電停から歩いてすぐにある岩

瀬カナル会館（観光物産館）を見学 
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